
「
と
べ･

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」と
砥
部
陶
街
道
の
誕
生

  

平
成
16
年
１
月
末
、
焼
き
物
の
里
に
、
矢
野
徹
志

の
「
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
民
間
団
体
「
ア
ー

ト
の
里
づ
く
り
会
議
」
の
会
員
を
母
体
と
し
た
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人　

と
べ
・
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
が
誕
生
し
た
。
広

田
村
と
の
合
併
が
決
定
さ
れ
た
頃
で
あ
っ
た
。

　

昔
、
川
登
地
区
に
陶
石
か
ら
粘
土
を
つ
く
る
た

め
の
水
車
が
多
数
あ
っ
た
。
こ
こ
を
通
る
国
道

３
７
９
号
を
砥
部
焼
と
原
料
の
陶
石
産
地
「
広
田
」

と
を
結
ぶ
陶
街
道
と
名
づ
け
よ
う
と
初
代
理
事
長

矢
野
徹
志
は
考
え
た
。
こ
の
提
案
を
も
と
に
、
陶

街
道
の
発
展
を
図
る
た
め
「
砥
部
陶
街
道
五
十
三

次
」
の
ポ
イ
ン
ト
の
決
定
や
陶
街
道
巡
り
帳
、
案
内

板
等
、
一
連
の
事
業
を
町
が
実
施
し
た
。

研
修
旅
行
で
得
た
知
恵
と
活
力

　

発
足
当
初
は
夢
に
燃
え
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
民
族

演
奏
会
、
中
国
山
水
画
の
旅
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
観
梅

会
、
砥
部
町
お
宝
探
し
、
砥
部
陶
街
道
巡
り
、
砥
部

陶
街
道
懇
談
会
な
ど
多
岐
に
渡
る
活
動
を
試
み
、

そ
れ
な
り
に
成
果
を
あ
げ
た
が
失
敗
も
し
た
。
専

従
ス
タ
ッ
フ
の
不
在
、
資
金
力
不
足
や
地
域
と
の

連
携
の
問
題
な
ど
で
、
離
れ
て
い
く
人
た
ち
が
出

て
き
た
。

　

疲
労
、
行
き
詰
ま

り
を
克
服
さ
せ
た
の

は
、
豊
予
海
峡
圏
交

流
促
進
事
業
の
研
修

旅
行
で
あ
っ
た
。
先

進
県
の
大
分
県
の
由

布
院
、
大
山
町
、
小
鹿

田
焼
、
別
府
、
豊
後
高

田
、
杵
築
、
ま
た
宮
崎

県
の
西
都
、
宮
崎
、
綾

町
を
訪
ね
た
。
特
に
、

平
成
19
年
３
月
視
察

し
た
宮
崎
県
西
都
市

の
森
の
空
想
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム(

高
見
乾
司

館
長)

の
「
祈
り
の
丘

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
や
「
九
州
民
族
仮
面
美
術
館
」
は
印

象
的
で
あ
っ
た
。
壁
を
珪
藻
土
で
塗
る
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
で
廃
屋
の
元
教
会
や
古
い
民
家
を

再
生
し
て
い
た
。

　

そ
れ
に
刺
激
さ
れ
、
同
年
４
月
よ

り
廃
屋
寸
前
の
日
野
の
生
家
を
陶

芸
工
房
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の

改
装
を
開
始
し
た
。
１
年
を
か
け

て
陶
芸
工
房
「
談
想
舎
」
＆
「
と
べ
・

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
事
務
局
が
完
成
し
た
。

地
域
の
人
々
の
集
う
拠
点
が
出
来

た
。

水
車
庄
屋
の
保
存
と

魅
力
ア
ッ
プ

　

水
車
庄
屋
「
坪
内
家
」
の
所
有
者

で
あ
る
坪
内
侯
乃
さ
ん
が
路
線
バ

ス
廃
止
に
よ
り
転
居
さ
れ
た
た
め
、

水
車
庄
屋
の
管
理
を
日
野
に
委
託

さ
れ
、
そ
れ
を
「
と
べ
・
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

NPO法人 とべ･TOBE
理事長

日野　健三

焼き物の里の
水車庄屋で
町おこし

水車庄屋「坪内家」
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が
支
援
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
人
々
が
集
う
場

と
し
て
、
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、
次
の
事
業
を
実

施
し
た
。
東
蔵
を
森
本
泰
二
郎
版
画
館
に
、
土
間

を
と
べ
村
厨
房
に
、
西
蔵
を
鉄
の
作
家
西
山
毅
の

「
さ
び
さ
び
く
ら
ふ
と
」
に
改
装
し
、
平
成
23
年
３

月
に
は
石
窯
を
完
成
さ
せ
た
。
石
窯
を
つ
く
る
の

に
１
年
を
要
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
資

金
が
無
い
た
め
自
分
た
ち
の
手
で
、

砥
部
の
土
で
レ
ン
ガ
を
造
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
レ
ン
ガ
造
り
、
石
窯
の
設
計
、
窯

積
み
、
全
て
が
初
体
験
で
あ
り
、
試

行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
の
工

程
は
真
夏
の
土
採
り
・
レ
ン
ガ
造
り
、

秋
の
レ
ン
ガ
焼
成
、
寒
の
窯
積
と
大

変
過
酷
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
松
谷

英
明
と
岡
本
保
孝
の
力
で
乗
り
切
る

こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
砥
部
町
の

力
に
よ
り
中
村
洞
水
制
作
の
水
琴
窟

が
平
成
22
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
。

川
登
地
区
の
拠
点
水
車
庄
屋「
坪
内
家
」

　
「
と
べ
・
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
の
主
な
行
事
は
、
蛍
祭
り

（
川
富
神
社
）、
観
月
祭
（
坪
内
家
）、
餅
つ
き
（
坪
内

家
）
と
、
毎
月
第
１
日
曜
日
の
川
登
市
場
へ
の
参

加
、
協
力
で
あ
っ
た
。

　

本
年
は
、
６
月
の
ユ
キ
ノ
シ
タ
観
賞
昼
食
会
、

８
月
の
水
車
庄
屋
の
精
霊
た
ち
展
（
公
募
展
）、
９

月
の
水
琴
窟
＆
名
月
の
観
賞
祭
、
10
月
の
そ
ば
花

観
賞
そ
ば
会
ま
た
は
収
穫
祭
な
ど
坪
内
家
を
拠
点

と
し
た
新
た
な
活
動
を
計
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ピ
ザ
焼
き
や
素
麺
流
し
を
行
い
石
窯
や
厨
房
を
活

用
し
、
地
域
の
方
々
の
知
恵
を
借
り
農
村
食
堂
「
と

べ
村
」
と
石
窯
貸
し
出
し
な
ど
運
営
方
向
を
確
立

し
た
い
。
ま
た
、
森
本
泰
二
郎
版
画
館
、
西
山
毅
の

て
つ
さ
び
ク
ラ
フ
ト
、
矢
野
徹
志
の
ミ
ュ
ゼ
里
山

房
、
天
野
薫
の
薫
工
房
、
松
谷
英
明
の
英
峰
窯
、
談

想
舎
や
窯
元
の
連
携
を
図
り
、
ア
ー
ト
の
里
の
と

べ
芸
術
村
の
芽
を
育
み
た
い
。

手づくりの石窯

石窯でピザ焼き

素麺流し

観月祭

精霊たち展
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